
花 と月の象徴表現一一西行における 自然の表象 

渡辺 学 

はじめに 荘厳浄土の観俳の 複合において、 真言密教と 

浄土教の表象の 融合がみられるということで 

私の研究の関心領域は 主として二つあ る。 あ った。 

その一つは、 C. G. ニンバの分析心理学の 本論の主眼は、 西行における 自然と宗教の 

方法論的検討であ り、 それについては 拙著 問題を考える 際に、 どうしても無視すること 

「ニンバにおける 心と体験世界」 0 春秋社、 のできない「 花 狂い」の問題について 考察す 

l99l 年 ) においてすでにまとめて 発表した・。 ることにあ る。 というのは、 西行における 自 

また、 Ⅰ宗教研究 J  (292 号 ) に掲載された 然と宗教という 問題について 考察した先人の 

「ユンバ心理学の 受容と展開」においてその 研究 - 一家永姉郎「日本思想史に 於ける宗教 

一端を披露した " 。 的 自然観の展開 J  (l944 年 ) 。 、 ラフルーフ   

その研究過程において 芽生えた関心の 一つ 「西行と仏教 的 自然 観 」 (l974 年 ) ¥ 、 山田 

は、 現代においてユングをいかに 位置づける 昭 全 『西行の和歌と 仏教」 (l987 年 ) 。 、 高 

か 、 また、 現代における 宗教の個人化の 問題 太 きよ子Ⅰ西行の 宗教的世界」 (l989 年 ) " 

においてニンバをどう 位置づけるか、 という 一一を検討するとき、 西行の自然への 傾斜を 

ことであ る。 他方で、 もう一つの関心は、 歴 考える上で、 彼の桜の花に 対する思いやイメ 

史上の具体的な 宗教的人間において、 私の ユ ージを決して 無視することはできないことが 

ング研究の成果一 - 体験世界の解釈学ともい 明らかになるからであ る。 

うべきもの一一ないかに 生かすことができる ここであ らためて述べると、 西行の和歌は 、 

か、 また、 より具体的にいえ ぽ 、 体験と象徴 平安末期の出家近世きの 信仰内容や宗教的な 

と 言語、 あ るいは教義というものを 有機的に 表象に光を当てる 上で、 きわめて興味深い 資 

媒介できるか、 ということであ る。 料を提供している。 西行は、 一般に花と月の 

この後者の研究に 関しては、 西行に題材を 故人といわれており、 桜の花と月を 詠った和 

とり、 l985 年以来、 ニンバ研究と 平行して 行 歌を数多く残している。 たとえば、 以下の二 

なってきた。 この後きの研究に 関しては、 っの和歌は両きに 対する深い思い 人れを典型 

「 月 と密教的瞑想一一西行における 自然と宗 的に明らかにしている 10 。 

教」 (l986 年 ) ,@l "ReligiousSymbolism in 
Saigyo,s  Verses" (l987 年 ) " 、 「西行にお 82 春 ひきかへてはなみる 春はよるはなく 

ける月の宗教的意味」 (l980 年 ) ' といった 月見るあ きはひるなからなむ 

論文において 発表してきた。 これらの研究の 

要点は、 西行の和歌において、 とりわけ月の 83 春 花ちらで月はくもらぬよなり せは 

イメージが 重届 牲を担っていて、 「 心 」 や 物 なおもは ぬ わが身ならまし 

「 西 」のイメージとともに 用いられて、 「 菩 

t 是，む 」の象徴としての「心月輪」、 あ るいは、 西行は双きの 歌で、 春と秋が 夜と昼 とを交 

観法としての「月輪観」、 また、 西方浄土や 換して、 桜の花を見る 春には夜がなく 月を見 
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る 秋には昼がなけれ ば よいのに、 という素朴 

な実現不可能な 願望を詠んでいる。 後者の歌 

では、 花が散らず月が 曇らない世の 中であ れ 

は、 思い悩むこともないわが 身であ ったろう、 

と無情な自然の 変仕を嘆いている。 いずれに 

しても、 花も月も西行を 魅了して止まなかっ 

たといえよう。 

以前、 「西行における 月の宗教的意味」 " 

ほ ついて論じたが、 今回は、 西行にとって 桜 

の花がいかなる 意味を持っていたかというこ 

とを、 月のイメージとの 対比において 論じて 

みたい。 その際、 西行において 自然と宗教が 

いかなる関係をもち、 それぞれがいかなる 位 

置づけをもっていたか、 について考察したい 

と 馬 、 う 。 
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それではまず、 西行は桜の花に 対してどの 

ような関係をもっていただろうか。 

まず第一に、 指摘できることは、 西行が審 

美的な対象であ る桜の花に対して 執着といえ 

るほどの強い 愛着を抱いていたことであ る。 

桜の季節になると、 心は浮き足立ってしまっ 

て落ち青きをなくしてしまう。 心が身に添わ 

なくなるという 表現がされているように、 い 

わば 脱魂 ともいえるような 状態が 抽 かれてい 

るⅡ。 これは心が外向的になって 外的対象に 

向かっている 状態を示している。 

77  着 よし野山こずゑの 花を見し日より 

心は身にもそはずなりにき 

78  春 めくがるるこころはさてもやまざく 

らちりなむのちにやみにかへるべき 

前者の歌は、 吉野の山の桜の 梢に咲く花を 

見た日から心が 浮かれ出てしまって 落ち若か 

なくなってしまったという 率直な感想を 述べ 

ている。 後者の歌は 、 同じく山桜の 花に魅了 

されてしまって 心があ こがれ出てしまってい 

るが、 花が散ってしまえばまたわが 身に戻っ 

てくるにちがいないという、 心があ こがれ出 

た心境を詠んでいる。 これはあ る種神秘的な 

脱目 的な体験であ るが、 仏教的な意味での 無 

心ではなく、 むしろ吾を忘れて 遊びに興じて 

いる童心に近いと 思われる・。 。 

第二に、 このような状況は 出家遁世者の 西 

行にとっては 当然のように 嘆かわしい事態と 

して感じられる。 
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つまり、 現世への執着を 断とうとして 出家し 

たはずなのに、 それ自体としては 宗教的な価 

値をもたないはずの 桜の花に対して 執心する 

ことをどうして 止めることができないのか、 

ということが 疑問に思われるからであ る。 そ 

こで、 以下のように 仏門を修めるためには 桜 

の花に夢中になるのを 抑える必要があ るとい 

う感想がいだかれることにもなる。 
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般若心経に題をとったこの 歌において西行は 、 

桜の花に心を 染めることのないこの 春こそは 

仏法の真理が 実を結ぶにちがいない、 という 

のであ る。 桜の花に心を 奪われることは 悟り 

の障害としてとらえられている。 

ただし、 それに対して 花への執心に 対する 

弁解めいた歌も 散見される。 

幸 花 紋 菩提 
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「花を訪ねて 菩提を欲す」という 記事をもつ 

この歌の場合には、 桜の花に染まった 吉野の 

山が仏陀の悟りや 仏教を象徴する「雪のみ 山」 

に似通っているからであ ろうか、 自ずと山奥 

へと入っていきたくなる、 ということが 詠ま 

れているⅡ。 花へのあ こがれと仏道の 希求と 

が一つになっている 点に西行らしい 無邪気さ 

がみられる。 

第三に、 他方で、 桜の花が無常の 象徴とな 

っていることが 指摘できる。 なぜなら、 周知 

のように、 桜の花は一年のうちで 見頃 の期間 

はわずかであ り、 すぐに散ってしまうからで 

あ る。 

花のちり ける をみてよみ ける 

2068  聞 いのちをしむ 人やこのよになから 

まし花にかは りてち るみとおもは は 

2069  間 山 ざくらさけばこそちるものは 

おも へ はななきよにてなどがかりけむ 

前 きは、 自分のことを 桜の花に代わって 散る 

身であ ると思うなら ぱ、 命を惜しむ人はこの 

世にはいないだろう、 という率直な 趣旨であ 

る。 それほどまでに 桜の花が放ってほしくな 

いわが身の心境を 誇張して述べている。 他方 

で、 桜の花の散ることを 止めることのできな 

い無力感が同時に 表わされている。 なぜなら、 

人の命を張ったとしても 桜が散るのを 止める 

ことはできない 相談だからであ る。 後きは、 

山桜は咲くからこそ 散るものではあ るが、 な 

ぜ 花のな い 世の中でなかっただろうと、 散っ 

ては物思いに 沈むことだ、 という複雑な 心境 

を詠んでいる。 

第四に 、 桜が無常であ るならば、 桜への 執 

着は当然ながら 苦しみを産む。 つまり、 桜に 

執斉 する気持ちが 強ければ強いほど、 桜が散 

ってしまうことを 惜しむ心も当然強くなるの 

であ る。 したがって、 それだけ苦しみも 深く 

なる。 
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桜の花が咲いているのを 見ると、 とりたてて 

何という理由もないのに 心のうちが苦しくな 

ることだ、 というこの歌は 言外に、 西行が桜 

の花が咲くのを 待ちこがれ、 散るのを嘆いて 

いるのを示唆している。 

第五に、 しかし、 桜の花はまた、 西行の心 

を慰めるものであ った。 

2132 聞 はるごとのはなに 心をなぐさめて 

む そぢ あ まりのとしをへにけ る 

毎年春に咲く 桜の花を心の 慰めとして 60 歳以 

上にも年をとってしまったことだ、 というこ 

の歌は、 西行の人生が 桜の花を一年の 盛りと 

して毎年めでていたことを、 如実に物語って 

いる。 

このような西行の 花に対する態度に 関して、 

宝永姉郎は西行が「自然の 信徒」であ るとさ 

え述べている・。 。 また、 高木きよ子は 西行 

にとって桜が「絶対帰依の 対象たる価値をも 

ってとらえられている」と 指摘している・ 7 。 

西行の桜に対する 帰依に宗教心を 認めるか否 

かは議論の余地があ ろうが、 桜の花は確かに、 

西行にとってそれ 自体として目的となってい 

たように思われる。 つまり、 散ることが無常 

の観念の象徴となっていることは 別にすれば、 

それは象徴仕を 超えていて、 桜の花はあ くま 

で 桜の花そのものとしてイメージされている 

のが特徴的であ る。 その点、 月が心月輪のイ 

メージと重なって 仏教的表象の 世界と必然的 

に結びついていたのとは、 きわめて対照的で 
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あ る。 

そしてさらに、 西行にとって 、 桜の花は春 

の「祝祭の空間」を 現出していたように 思わ 

れる。 山にかかる音や 雲や雪のように 見たて 

られる桜の花は、 それ自体として 別世界を形 

作っている。 
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前 きは、 どこもかしこも 花の盛りになったこ 

とよ、 どの山の稜線を 見ても桜の花が 白雲の 

ようにかかっていることだ、 という華やかな 

あ りさまを詠んでいる。 後きは、 それにつつ 

いて、 白雲 と 見まがうような 色になって桜の 

花が咲いたので、 それが雲のように 見えて、 

吉野の山は春は 一日とて晴れることがない、 

その蜂の白雲 よ 、 と詠んでいる。 先に挙げた 

「春花 欲 菩提Ⅰの歌もまた、 心を魅了して 止 

まない満開の 桜の山の果 色 をみごとに描いて 

いる。 

このように、 西行は桜に対して 片思いのよ 

うな恋愛感情にも 似た深い情念を 抱いていた。 

西行は桜を慕い 恋 こがれ、 桜が散るのを 見な 

がら悩ましくもの 思いに耽る。 桜は西行の情 

念の焦点となっている。 このような表象は ユ 

ング の分析心理学のカテゴリーを 使えば、 ア 

ニマの元型のイメージとしてとらえることが 

できようⅡ。 ただし、 アニマは明らかに 人格 

性をもった女性像としてイメージされるが、 

西行の桜の場合にはこのような 人格性は必ず 

しも認められない。 

Ⅱ 月一内省と鎮魂にいたる 自己の象徴Ⅱ 

それでは次に、 西行は月に対していかなる 

関係をもっていただろうか。 

まず第一に、 西行にとって 月は桜と同じく 

審美的な対象であ った。 そして、 感銘を与え 

る自然の風景として 四季を通じて 描写される 

のであ った。 
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この歌では、 ふだんならば 雲があ ってはじめ 

ておぼろに見えるものなのだが、 春の霞がか 

かった晩には 月がおぼろに 見えることだ、 と 

いう春の夜の 情景を詠んでいる。 

第二に 、 月は桜と同じく 西行の心を浮かれ 

させるものであ った。 
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前 きは、 世を捨てて出家近世する 前には秋の 

夜の月を見て 心が浮かれたものだが、 今夜は 

久しぶりに心が 浮かれて、 昔のままの秋にめ 

ぐりあ った心境がすることだ、 ということを 

詠んでいる。 また、 後者は、 月の光が冴えわ 

たって本当に 月の明るい夜は、 月だけでなく 

私の心も空に 浮かれ出てしまって 落ち 斉 かず、 

月にひかれてしまい、 月のように私の 心も澄 

むことだ、 という心境を 詠んでいる。 

第三に 、 月はさまざまな 情感を醸し出すと 

ともに内省的に 西行の心を照らし 出すもので 

あ った。 このような場面では、 月と心という 

言葉がいっしょに 使われる場合が 多くみられ 

る。 つまり、 月は夜の景色だけでなく 心の内 

面をも照らし 出すのであ る。 

36 南山宗教文化研究所研究所報第 3 号 l993 年 



月照寒草 にしの 山 べやちかくなるらむ 

566 冬 はなにおくつりにやどりしか け 前 きは法華経の 安楽打 早め 「深く禅定に 入っ 

よりもかれのの 月はあ はれなりけり て 十方に仏を見る」という 詞書をもっている。 

これは、 深山にわけ入って 瞑想していると 心 

687  恋 ものおもふ心のたけぞしられぬる の月つまり心月輪が 澄んでいって 、 澄んだ ら 

よなよな月をながめあ かして の 鏡にすべての 悟りを映して 見ることだ、 と 

いう趣旨であ る。 後者は「心を 観ずる」とい 

541  冬 このはち ねば 月に心 ぞ あ らはるる う 詞害 をもち、 無明の閑が晴れて 心の空に真 

みやまがくれにすま せ とおもふに 如の月が澄んで 住しているので、 西方浄土に 

往生するのも 近いことであ ろうことを詠んで 

最初の歌は 、 月が寒草を照らすという 詞審 を いる。 ここでは、 文言密教の心月輪の 観念と 

ともなっているが、 秋草の花についた 露にか 浄土教の西方浄土の 観念とが融合を 見せてい 

げを宿した秋月の 光よりも、 枯れ野を煙々と るⅠ。 

照らす冬の月の 方がいっそう 趣があ ることよ 、 このようにして、 月は、 天体としては 外的 

という趣旨であ る。 次の歌は 、 恋のもの思い 対象であ りながら同時に 内的な世界を 照らし 

をする心の深さがよくわかったことだ、 夜な 出すものであ り、 西行は月を通じて 内向を深 

夜なもの思いをしながら 月を眺め明かしてみ めて自らの心のあ りようを振り 返ったのであ 

て 、 という恋の心境を 詠んでいる。 また、 最 った。 月は西行の自己沈潜をもらたすもので 

後の歌は、 深山に庵して 世間から隠れて 住も あ った。 そして、 月は心の本来的なあ り方つ 

うと思っているのに、 ホ の葉が散ると 隠れる まり自性清浄心を 象徴するものであ った。 こ 

ところがなくなってしまって、 月の光に照ら うした表象は、 コングのカテゴリーを 使えば、 

されてこの 身 だけでなく 心 までがあ らわにな 自己の元型であ るといえよう " 。 なぜなら、 

ってしまうことだ、 という趣旨であ る。 自己とはいまだあ らわになっていない 自らの 

第四に 、 月は宗教的な 意味をもった 表象で 本性を象徴する 元型だからであ る。 

あ った。 このことは、 とりわけ「心の 月」と 

いう言葉に特徴的に 表わされている。 つまり、 

それは自性清浄心を 表わす心月輪の 象徴であ まとめ 

り 、 釈教歌において 多用されている ' 。 。 この 

場合にも深い 内省性が負かれていることが 指 一方で、 桜は西行の心を 奪い魅了するもの 

摘 できる。 であ ったが、 他方で、 月はそうした 側面をも 

っていながら、 同時に西行を 深い内省性に 誘 

安楽打 品 洪大禅定 見十方 仏 うものであ った。 対比的に述べれば、 昼の桜 、 

夜の月、 春の桜、 秋の月、 祝祭の桜、 鎮魂の 

2015 間 ふかきやまに 心の月しす め ぬれ は 月、 陽の桜、 陰の月、 外向性の桜、 内向性の 

か かみによものさとりを ぞ みる 月 、 ということがいえるのではないかと 思わ 

れる。 また、 刹那的な喜 びの桜 、 l 年を通し 

観心 て 回帰する月という 対比も可能であ ろう。 両 

者をユング派の 用語で表現するならば、 花は 

948  雑 やみはれて心のそらにすむ 月は アニマを象徴し、 月は自己を象徴するといえ 
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るかもしれない。 

西行は花と月とに 心を慰めながら 生涯を送 

った。 画 きはこのようにいろいろな 意味で対 

照的なイメージであ った。 しかしながら、 西 

行は最終的に 、 自らの 死 と仏陀の死を 重ね合 

わせることによって 桜の花と月の 結合を図ろ 

うとしたのではないかと 思われる。 そのこと 

は以下の歌に 象徴的に表現されている。 
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